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こ いわ  ど

あい が え

なか  の  ごうおっ ち  ょ  が はま

くろすな

おおさか
かし たて

よこ ま  が うら

おおかたうら や  え  ね

や  え  ね

おお   か   ごう

し ちょう

と りつ

せんじょうじき

なんばら

のうりん

ぎょこう

のうりんすいさんそうごう

ごうどうちょうしゃ

みつ  ね

ふ  じ

と とう

ぼら わ ざわ

いしづみ

すえ よし

いま ね

そこ ど

おおひらがた

か みなとぎょこう

たれ ど わん

で ばな

おおこし が

やく ば びょう いん

そっこうしょ じん じゃ

けいさつしょ じ いん

ちゅうざいしょ えん とつ

 ほ けんじょ でん ぱ とう

ゆうびんきょく とう

し せき

だい

はつでんしょ おん せん

こうほうち

こうぎょのぼりょうとうげ

みしょうたい ね

が

肢�八丈富士中腹より

脂�八丈町の花「ストレリチア」

紫�八丈町の木

「フェニックス・ロベレニー」

肢�八丈町の鳥「アカコッコ」（天然記念物）肢�八丈町の魚「ハルトビ」



時
代

年

西せ
い　

暦れ
き

お

も

な

で

き

ご

と

縄
じ
ょ
う

文も
ん

六
千
五
百
年
前
ご
ろ

五
千
五
百
年
前
ご
ろ

樫か
し

立た
て

の
湯ゆ

浜ば
ま

に
人
が
住
ん
で
い
た
。

樫
立
の
倉く

ら

輪わ

に
人
が
住
ん
で
い
た
。

弥や

よ

い生
～
平へ

い

安あ
ん

大お
お

賀か

郷ご
う

の
八や

重え

根ね

付ふ

近き
ん

に
人
が
住
ん
で
い
た
。

鎌か
ま

倉く
ら

承
し
ょ
う

元げ
ん　

二

一
二
〇
八

大
賀
郷
寺
山
に
、
お
寺
（
宗そ

う

福ふ
く

寺じ

の
も
と
）
が
建た

て
ら

れ
た
と
い
う
。

室む
ろ

町ま
ち

（
南

な
ん
ぼ
く
ち
ょ
う

北
朝
）

延え
ん

元げ
ん　

三

正
し
ょ
う

平へ
い　

五

享
き
ょ
う

禄ろ
く�

�

二

一
三
三
八

一
三
五
〇

一
五
二
九

内
地
か
ら
代だ

い

官か
ん

が
来
る
。

大
賀
郷
大
里
に
、
お
寺
（
長

ち
ょ
う

楽ら
く

寺じ

の
も
と
）
が
建
て
ら

れ
る
。

大
賀
郷
大
里
に
陣じ

ん

屋や

を
お
く
。

江
え

　　　　　　戸
ど

慶け
い

長
ち
ょ
う

一
〇

一
一

延え
ん

宝ぽ
う　

元

　
　
　

三

宝ほ
う

永え
い　

五

正
し
ょ
う

徳と
く　

元

享
き
ょ
う

保ほ
う　

八

安あ
ん

永え
い　

元九

文ぶ
ん

化か　

八

　
　

一
二

文ぶ
ん

政せ
い

一
〇

嘉か

永え
い　

六

安あ
ん

政せ
い　

六

文ぶ
ん

久
き
ゅ
う　

二

一
六
〇
五

一
六
〇
六

一
六
七
三

一
六
七
五

一
七
〇
八

一
七
一
一

一
七
二
三

一
七
七
二

一
七
八
〇

一
八
一
一

一
八
一
五

一
八
二
七

一
八
五
三

一
八
五
九

一
八
六
二

八
丈
富ふ

士じ

ふ
ん
火
。
三み

つ

根ね

村
の
田
畑
う
ま
る
。

宇う

喜き

多た

秀ひ
で

家い
え

、
流な

が

さ
れ
て
く
る
。

検け
ん

地ち

を
行
い
、
税ぜ

い

を
き
め
る
（
丹
後
六
二
〇
反た

ん

）。

江
戸
幕
府
、
小
笠
原
父
島
・
母
島
を
探
検
す
る
。

網
を
使つ

か

っ
て
、
ム
ロ
ア
ジ
・
イ
ワ
シ
を
と
る
。

ほ
う
そ
う
が
は
や
り
、
約や

く

一
千
人
が
死し

ぬ
。

白
さ
つ
ま
い
も
の
た
ね
、
江
戸
か
ら
入
っ
て
く
る
。

本
土
へ
出で

百
び
ゃ
く

姓
し
ょ
う

四
五
人
。

青
ヶが

島
ふ
ん
火
。
生
き
残の

こ

っ
た
人
は
八
丈
に
に
げ
る
。

赤
さ
つ
ま
い
も
の
た
ね
、
新に

い

島じ
ま

か
ら
も
っ
て
く
る
。

八
丈
島
に
測そ

く

量り
ょ
う
に
き
て
、
地
図
を
つ
く
る
。

近こ
ん

藤ど
う

富と
み

蔵ぞ
う

、
流
さ
れ
て
く
る
。

丹た
ん

宗そ
う

庄し

ょ

う

え

も

ん

右
衛
門
、
さ
つ
ま
い
も
焼

し
ょ
う

酎ち
ゅ
う
の
作
り
か
た
を
つ

た
え
る
。

八や

重え

根ね

港
の
工こ

う

事じ

は
じ
ま
る
。

小
笠
原
に
男
女
各か

く

十
五
人
ず
つ
、
八
丈
か
ら
行
く
。

明
めい

　　　　　　治
じ

明
治　

元が
ん五七八

一
〇

一
一

一
二

一
三

一
四

一
五

一
八

　
　

一
九

二
一

二
三

二
五

二
八

三
〇

三
二

三
三

三
五

三
七

三
八

三
九

四
〇

四
一

四
二

四
三

一
八
六
八

一
八
七
二

一
八
七
四

一
八
七
五

一
八
七
七

一
八
七
八

一
八
七
九

一
八
八
〇

一
八
八
一

一
八
八
二

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
八

一
八
九
〇

一
八
九
二

一
八
九
五

一
八
九
七

一
八
九
九

一
九
〇
〇

一
九
〇
二

一
九
〇
四

一
九
〇
五

一
九
〇
六

一
九
〇
七

一
九
〇
八

一
九
〇
九

一
九
一
〇

明め
い

治じ

政せ
い

府ふ

が
で
き
る
。流
人
が
お
お
ぜ
い
ゆ
る
さ
れ
る
。

末す
え

吉よ
し

小
学
校
は
じ
ま
る
。

青
ヶ
島
小
学
校
は
じ
ま
る
。

三
根
小
学
校
・
中な

か

之の

郷ご
う

小
学
校
は
じ
ま
る
。

樫
立
小
学
校
。
大
賀
郷
小
学
校
は
じ
ま
る
。

末
吉
の
水す

い

碑ひ

建
て
ら
れ
る
。

洋よ
う

牛ぎ
ゅ
う
を
政
府
か
ら
も
ら
い
う
け
、水み

ず

海み

山や
ま

牧ぼ
く

場じ
ょ
う
を
開
く
。

八
丈
島
郵ゆ

う

便び
ん

局き
ょ
く
を
中
之
郷
に
お
く
。
医い

者し
ゃ

が
く
る
。

店
が
で
き
る
。
お
金
が
普ふ

通つ
う

に
使
わ
れ
る
。

兵へ
い

隊た
い

検け
ん

査さ

は
じ
ま
る
。
巡じ

ゅ
ん
さ査
が
お
か
れ
る
。

小
学
校
が
六
年
制
と
な
る
。
座ざ

繰ぐ
り

製せ
い

糸し

法ほ
う

つ
た
わ
る
。

桑く
わ

苗な
え

を
配く

ば

る
。

養よ
う

蚕さ
ん

伝で
ん

習
し
ゅ
う

所じ
ょ

を
つ
く
る
。

日
本
郵ゆ

う

船せ
ん

の
汽
船
が
、
八
丈
に
寄よ

る
よ
う
に
な
る
。

玉た
ま

置お
き

半は

ん

え

も

ん

右
衛
門
鳥
島
を
開
拓
す
る
。

中
之
郷
の
「
冥め

い

福ふ
く

の
碑ひ

」
が
建
て
ら
れ
る
。

天て
ん

然ね
ん

痘と
う

は
や
る
。

か
ん
づ
め
づ
く
り
は
じ
ま
る
。

絹き
ぬ

で
お
さ
め
た
税
を
一
部
お
金
で
お
さ
め
る
。

炭す
み

づ
く
り
は
じ
ま
る
。

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

で
き
る
。

玉た
ま

置お
き

半は

ん

え

も

ん

右
衛
門
の
船
南
大
東
島
へ
移い

民み
ん

と
し
て
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

。

東
京
府ふ

八
丈
島
島と

う

庁ち
ょ
う
（
今
の
支し

庁ち
ょ
う
）、
大
賀
郷
大
里
に

お
か
れ
る
。
島と

う

司し

も
お
か
れ
る
。

鳥
島
ふ
ん
火
し
、無む

人じ
ん

島
に
な
る
。（
百
二
十
五
人
死
ぬ
）

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

に
兵へ

い

隊た
い

と
し
て
行
く
。

大お
お

坂さ
か

ト
ン
ネ
ル
の
工
事
は
じ
ま
る
。

伊い

豆ず

の
河か

わ

津ず

浜は
ま

・
八
丈
島
間
に
海か

い

底て
い

電で
ん

線せ
ん

し
か
れ
る
。

電
報
始
ま
る
。

測そ
っ

候こ
う

所じ
ょ

・
大
賀
郷
に
お
か
れ
る
。

大
坂
ト
ン
ネ
ル
で
き
あ
が
る
。

バ
タ
ー
づ
く
り
は
じ
ま
る
。

大
賀
郷
で
消

し
ょ
う

防ぼ
う

組ぐ
み

は
じ
ま
る
。

税
を
お
金
で
お
さ
め
る
。

島
内
の
郵
便
局
間
の
電
話
取
り
扱

あ
つ
か

い
は
じ
ま
る
。

東
京
湾わ

ん

（
東
海
）
汽
船
の
船
が
毎
月
一
回
以
上
来
る
。

大
たい

　　　　正
しょう

大
正　

二

　
　
　

六

　
　
　

八

　
　
　

九

　
　

一
一

　
　

一
二

　
　

一
四

　
　

一
五

一
九
一
三

一
九
一
七

一
九
一
九

一
九
二
〇

一
九
二
二

一
九
二
三

一
九
二
五

一
九
二
六

ム
ロ
ア
ジ
塩し

お

干ぼ

し
づ
く
り
は
じ
ま
る
。

洞ぼ
ら

輪わ

沢ざ
わ

の
が
け
く
ず
れ
で
人
が
な
く
な
る
。

サ
イ
パ
ン
へ
移
民
出
る
。

神か
み

湊な
と

に
東
京
府
水
産
現げ

ん

業
ぎ
ょ
う

所し
ょ

で
き
る
。

木も
く

炭た
ん

同ど
う

業
ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

で
き
る
。

出
る
乳ち

ち

の
量

り
ょ
う

で
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

の
牛
出
る
。

八
丈
練れ

ん

乳
に
ゅ
う

株か
ぶ

式し
き

会
社
（
森も

り

永な
が

）
が
つ
く
ら
れ
る
。

貨か

物も
つ

自
動
車
が
使
わ
れ
る
。
坂さ

か

上う
え

酒し
ゅ

造ぞ
う

は
じ
ま
る
。

八
丈
丸
ち
ん
ぼ
つ
（
船せ

ん

員い
ん

十
三
名
死し

亡ぼ
う

）。
ト
ビ
船

三
九
名
死
亡
。

神
湊
の
工
事
が
行
わ
れ
る
。

昭
しょう

　　和
わ

　（戦
せん

　　前
ぜん

）

昭
和　

二四六七八
一
二

一
三

一
四

一
六

一
九

二
〇

一
九
二
七

一
九
二
九

一
九
三
一

一
九
三
二

一
九
三
三

一
九
三
七

一
九
三
八

一
九
三
九

一
九
四
一

一
九
四
四

一
九
四
五

水す
い

力
り
ょ
く

発
電
で
大
賀
郷
に
電で

ん

灯と
う

が
つ
く
。

製せ
い

氷ひ
ょ
う
は
じ
ま
る
。
中
之
郷
・
末
吉
の
間
の
道
路
工
事
は

じ
ま
る
。
定て

い

期き

バ
ス
は
じ
ま
る
。

南な
ん

海か
い

タ
イ
ム
ス
は
じ
ま
る
。

印い
ん

刷さ
つ

機き

械か
い

が
入
っ
て
来く

る
。

島
内
電
話
は
じ
ま
る
。

農
業
試し

験け
ん

所じ
ょ

・
無む

線せ
ん

局き
ょ
く
を
大
賀
郷
に
お
く
。

防ぼ
う

空く
う

訓く
ん

練れ
ん

は
じ
ま
る
。

蚕さ
ん

糸し

試
験
所
を
三
根
に
お
く
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
が
使
わ
れ
る
。
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦
争
は
じ
ま
る
。

軍ぐ
ん

隊た
い

が
た
く
さ
ん
来
る
。
第
一
回
の
そ
開か

い

。

東と
う

光こ
う

丸ま
る

事じ

件け
ん

お
こ
る
。
太
平
洋
戦
争
終
わ
る
。

昭
しょう

和
わ

（戦
せん

　後
ご

）

二
一

二
二

二
三

二
六

二
八

二
九

三
〇

三
二

三
三

三
四

三
五

一
九
四
六

一
九
四
七

一
九
四
八

一
九
五
一

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
七

一
九
五
八

一
九
五
九

一
九
六
〇

そ
開
し
た
人
々
帰き

島と
う

す
る（
一
四
七
六
世せ

帯た
い

、五
八
五
三
名
）。

富
士
中
学
校
・
三
原
中
学
校
は
じ
ま
る
。

キ
ャ
ベ
ツ
出

し
ゅ
っ

荷か

す
る
。
神
湊
に
軍ぐ

ん

艦か
ん

を
し
ず
め
る
。

農の
う

業
ぎ
ょ
う

共
き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

は
じ
ま
る
。
末
吉
中
学
校
・
保ほ

健け
ん

所じ
ょ

が

で
き
る
。
自
動
車
の
運う

ん

転て
ん

免め
ん

許き
ょ

試
験
が
は
じ
ま
る
。

青
木
航こ

う

空く
う

の
飛ひ

行こ
う

機き

が
と
び
は
じ
め
る
。

八
丈
島
（
末
吉
）
灯と

う

台だ
い

は
じ
ま
る
。

耕こ
う

運う
ん

機き

が
使
わ
れ
だ
す
。
フ
リ
ー
ジ
ア
の
新
品ひ

ん

種し
ゅ

登と
う

録ろ
く

さ
れ
る
。

大
賀
郷
中
学
校
で
き
る
。

八
丈
町
で
き
る
。

簡か
ん

易い

水
道
は
じ
ま
る
。
ミ
ル
ク
給

き
ゅ
う

食し
ょ
く
、
坂
上
で
は
じ
ま

る
。
映え

い

画が

館か
ん

が
で
き
る
。
バ
ス
が
町

ち
ょ
う

営え
い

に
な
る
。
火か

力
り
ょ
く

発
電
所
・
高こ

う

層そ
う

気き

象
し
ょ
う

観か
ん

測そ
く

所じ
ょ

で
き
る
。

永え
い

郷ご
う

小
学
校
が
開
校
す
る
。

電で
ん

報ぽ
う

電
話
局
で
き
る
。
保ほ

育い
く

園え
ん

で
き
る
。

イ
タ
チ
を
は
な
す
。

樫
立
の
湯
浜
で
温お

ん

泉せ
ん

が
出
て
、
ホ
テ
ル
は
じ
ま
る
。

乙お
つ

千ち

代よ

ヶが

浜は
ま

プ
ー
ル
で
き
る
。
神
湊
漁
港
の
工
事
行
わ

れ
る
。

時
代

年

西せ
い　

暦れ
き

お

も

な

で

き

ご

と

昭
しょう

　　和
わ

　（戦
せん

　　後
ご

）

昭
和
三
六

三
七

三
九

四
〇

四
一

四
二

四
三

四
四

四
七

四
九

五
〇

五
二

五
三

五
五

五
七

六
〇

六
二

六
三

一
九
六
一

一
九
六
二

一
九
六
四

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
六
七

一
九
六
八

一
九
六
九

一
九
七
二

一
九
七
四

一
九
七
五

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
八
〇

一
九
八
二

一
九
八
五

一
九
八
七

一
九
八
八

永
郷
の
大お

お

越こ
し

鼻は
な

灯
台
・
町

ち
ょ
う

立り
つ

図と

書し
ょ

館か
ん

で
き
る
。

手
紙
・
は
が
き
・
新し

ん

聞ぶ
ん

を
飛
行
機
で
は
こ
ぶ
。

植
し
ょ
く

物ぶ
つ

公
園
で
き
る
。
湯
浜
遺い

跡せ
き

発
見
。

町
の
ご
み
集
め
は
じ
ま
る
。
湯
浜
遺
跡
調
査
さ
れ
る
。

富
士
銀ぎ

ん

行こ
う

の
特と

く

別べ
つ

出
し
ゅ
っ

張
ち
ょ
う

所じ
ょ

が
で
き
る
。

底そ
こ

土ど

接せ
つ

岸が
ん

港
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
電で

ん

波ぱ

塔と
う

で
き
る
。

町
立
病
院
が
中
道
に
で
き
る
。

き
じ
が
は
な
さ
れ
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

フ
リ
ー
ジ
ア
祭

ま
つ
り

が
は
じ
ま
る
。
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム
で
き
る
。

飛
行
場
の
滑か

っ

走そ
う

路ろ

が
千
五
百
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。

八
丈
小
島
か
ら
ひ
き
あ
げ
る
。
坂
下
の
電
話
、
ダ
イ
ヤ

ル
式
に
な
る
。
交
通
信し

ん

号ご
う

が
で
き
る
。

大
地
し
ん
が
二
回
お
こ
る
。

八
丈
町
の
木
・
鳥
・
魚
が
き
ま
る
。

永
郷
小
学
校
廃は

い

校こ
う

。
歴れ

き

史し

民み
ん

俗ぞ
く

資し

料
り
ょ
う

館か
ん

で
き
る
。

台
風
十
三
号
が
お
そ
う
。

倉
輪
遺
跡
発
見
。

パ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ュ
ー
ス
工
場
で
き
る
。

八
丈
風ふ

う

穴け
つ

調
査
さ
れ
る
。

ジ
ェ
ッ
ト
機
が
と
ぶ
よ
う
に
な
る
。

倉
輪
遺
跡
よ
り
人じ

ん

骨こ
つ

三
体
ほ
り
だ
さ
れ
る
。

大
賀
郷
八
重
根
遺
跡
が
調

ち
ょ
う

査さ

さ
れ
る
。

防ぼ
う

災さ
い

無む

線せ
ん

を
全
島
に
つ
け
は
じ
め
る
。

平
へい

　　　　　　成
せい

平
成　

元三四五六七八九十
一
二

一
三

一
四

一
五

一
六

一
七

一
八

一
九

二
〇

二
一

二
二

二
三

二
四

二
五

二
七
年

ご
ろ

二
八

二
九

三
〇

一
九
八
九

一
九
九
一

一
九
九
二

一
九
九
三

一
九
九
四

一
九
九
五

一
九
九
六

一
九
九
七

一
九
九
八

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
一

二
〇
〇
二

二
〇
〇
三

二
〇
〇
四

二
〇
〇
五

二
〇
〇
六

二
〇
〇
七

二
〇
〇
八

二
〇
〇
九

二
〇
一
〇

二
〇
一
一

二
〇
一
二

二
〇
一
三

二
〇
一
五

ご
ろ
よ
り

二
〇
一
六

二
〇
一
七

二
〇
一
八

鴨か
も

川が
わ

の
ホ
タ
ル
水す

い

路ろ

で
き
る
。

ロ
ベ
の
海
外
出

し
ゅ
っ

荷か

は
じ
ま
る
。

ハ
ル
ト
ビ
水み

ず

揚あ

げ
ゼ
ロ
。

中
国
人
密み

つ

入
に
ゅ
う

国こ
く

で
死
者
が
で
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
き
る
。

六
五
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う
の
老
人
人
口
、
二
〇
％
を
こ
え
る
。

地ち

熱ね
つ

調
ち
ょ
う

査さ

行
わ
れ
る
。

給
き
ゅ
う

食し
ょ
く
セ
ン
タ
ー
た
て
か
え
ら
れ
る
。

農
林
合
同
庁

ち
ょ
う

舎し
ゃ

が
建
て
か
え
ら
れ
る
。

ヘ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
は
じ
ま
る
。

横よ
こ

間ま

道ど
う

路ろ

で
き
る
。

О
Ｒ
Ｓ
Ｒ
（
洋よ

う

上
じ
ょ
う

航こ
う

空く
う

監か
ん

視し

レ
ー
ダ
ー
）
で
き
る
。

樫か
し

立た
て

ふ
れ
あ
い
の
湯ゆ

オ
ー
プ
ン

中
之
郷
や
す
ら
ぎ
の
湯
オ
ー
プ
ン
。

中
之
郷
の
温
泉
「
ザ
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
」
オ
ー
プ
ン
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
き
る
。

携け
い

帯た
い

電で
ん

話わ

使つ
か

え
る
よ
う
に
な
る
。

地ち

熱ね
つ

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

工
事
は
じ
ま
る
。

末
吉
の
み
は
ら
し
の
湯
オ
ー
プ
ン
。

町
立
病

び
ょ
う

院い
ん

た
て
か
え
ら
れ
る
。

デ
ポ
ジ
ッ
ト
制せ

い

度ど

ス
タ
ー
ト
（
平
成
一
五
年
に
廃
止
）。

大
雨
に
よ
る
被ひ

害が
い

出
る
。

中な
か

之の

郷ご
う

の
風
力
発
電
は
じ
ま
る
。

三
原
林
道
、
全
線
開
通
。

八
丈
高
校
、
改か

い

築ち
く

。

八
丈
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム
の
特と

く

別べ
つ

養よ
う

護ご

の
ベ
ッ
ド
が
、50
床し

ょ
うふ
え
る
。

大お
お

島し
ま

か
ら
小お

笠が
さ

原わ
ら

ま
で
の
島
の
農の

う

協き
ょ
う
が
一
し
ょ
に
な
り
、

東
京
島と

う

し
ょ
農
協
に
な
る
。

八
丈
島
、
三み

つ

根ね

の
漁ぎ

ょ

協き
ょ
う
が
一
し
ょ
に
な
り
、
八
丈
島
漁

協
に
な
る
。

末す
え

吉よ
し

中
学
校
が
、
閉
校
に
な
る
。

浮う

き
魚ぎ

ょ

礁し
ょ
う
が
設
け
ら
れ
る
。

給
き
ゅ
う

食
し
ょ
く

食
し
ょ
っ

器き

、
強

き
ょ
う

化か

磁じ

器き

製せ
い

に
な
る
。

八
丈
島
警け

い

察さ
つ

署し
ょ

が
移い

転て
ん

す
る
。

八
丈
島
測そ

つ

候こ
う

所じ
ょ

が
移
転
す
る
。

町
立
図と

書し
ょ

館か
ん

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移う

つ

る
。

八
丈
島
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
入
る
。

飛ひ

行こ
う

場じ
ょ
う
の
滑か

つ

走そ
う

路ろ

二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。

大お
お

賀か

郷ご
う

園え
ん

地ち

オ
ー
プ
ン
。

大お
お

島し
ま

経け
い

由ゆ

便び
ん

が
一
便
で
き
る
。

中
之
郷
の
足
湯
・
き
ら
め
き
オ
ー
プ
ン
。

飛ひ

行こ
う

機き

の
プ
ラ
ス
一
万
人
の
目も

く

標
ひ
ょ
う

達た
っ

成せ
い

す
る
。

中
之
郷
小
・
樫
立
小
が
統と

う

合ご
う

し
、
三
原
小
で
き
る
。

樫
立
農の

う

協き
ょ
う
が
な
く
な
り
、
黄き

八は
ち

丈
じ
ょ
う

会か
い

館か
ん

に
な
る
。

小
島
の
ヤ
ギ
、
捕ほ

獲か
く

終
し
ゅ
う

了り
ょ
う
。

町
火か

葬そ
う

場じ
ょ
う
が
オ
ー
プ
ン
。

ガ
ソ
リ
ン
代
２
２
２
円
を
記き

録ろ
く

す
る
。

大
島
経け

い

由ゆ

便び
ん

廃は
い

止し

、
定
期
観
光
バ
ス
廃
止
。

八
丈
島
測
候
所
が
無
人
化
と
な
る
。

八
丈
の
「
ス
ダ
ジ
イ
枯
れ
」
被
害
推
計
約
十
万
本
。

夏
の
海
水
温
、過
去
最
高
の
二
十
九
・
八
度
を
記
録
す
る
。

東
日
本
大
震
災
発
生
。
八
丈
に
避ひ

難な
ん

家か

族ぞ
く

が
来
る
。

ゴ
ミ
の
最さ

い

終
し
ゅ
う

処し
ょ

分ぶ
ん

場じ
ょ
う
で
き
る
。

汚
泥
処
理
場
で
き
る
。

八
丈
支
庁
舎
建
て
か
え
ら
れ
る
。

末
吉
小
学
校
、
三
原
小
学
校
と
統
合
。

八
丈
町
役
場
新
庁
舎
で
き
る
。

ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
営
巣
、八
丈
島
で
確
認
さ
れ
る
。

初
め
て
国
体
競
技
（
フ
ッ
ト
サ
ル
、
軟
式
野
球
）
が
八

丈
島
で
開
催
さ
れ
る
。

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
八
丈
近
海
に
出
没
す
る
よ
う
に
な

る
。

国
境
離
島
法
が
施
行
（
４
月
か
ら
）。

地
熱
発
電
、オ
リ
ッ
ク
ス
㈱
と
協
定
締
結（
３
月
９
日
）。

八
丈
島
空
港
Ｇ
Ｐ
Ｓ
着
陸
可
能
に
な
る（
８
月
17
日
か
ら
）。

新
歴
史
民
俗
資
料
館
は
現
在
地
に
。
一
時
移
転
地
は
東

京
都
八
丈
支
庁
（
11
月
17
日
決
定
）。

「
ふ
る
さ
と
村
」
焼
失
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
廃
止
（
３
月
31
日
で
）。

町
議
会
議
員
選
挙
無
投
票
（
10
月
）。

令
れい

　　　和
わ

令
和
元
年二四五六七

二
〇
一
九

二
〇
二
〇

二
〇
二
二

二
〇
二
三

二
〇
二
四

二
〇
二
五

町
長
選
挙
、
町
議
補
選
、
無
投
票
（
10
月
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
大
流
行
と
な
り
、
全

世
界
に
歴
史
的
な
影
響
が
出
る
。

南
海
タ
イ
ム
ス
、
６
月
26
日
を
も
っ
て
休
刊
と
な
る
。

島
の
人
口
が
七
千
人
未
満
に
な
る
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
開
始
。

町
制
施
行
七
〇
周
年
を
迎
え
る
。
各
種
行
事
が
開
か
れ

る
。
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
言
語
・
方
言
サ
ミ
ッ
ト
八

丈
島
大
会
の
開
催
。

團
伊
玖
磨
生
誕
百
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
。

八
丈
島
の
う
つ
り
か
わ
り

『
八
丈
島
誌
』『
伊
豆
七
島
東
京
移
管
百
年
史
』

南
海
タ
イ
ム
ス
な
ど
を
も
と
に
し
ま
し
た
。

（

）


